
大学院で保健師・助産師になろう！

香川県立保健医療大学大学院
保健医療学研究科看護学専攻
博士前期課程
実践者養成コース

募集人員

大学院実践者養成コースの教育課程修了で得られるもの
●修士（看護学）の学位
●保健師課程では保健師の国家試験受験資格
●助産師課程では助産師の国家試験受験資格

2022年4月開設 学生募集開始！

出願資格

●保健師課程 10人（県内枠5人）
●助産師課程 10人（県内枠5人）

●一般選抜※1：学校教育法に定める大学を卒業した者、及び2022年3月卒業見込みの者、他

●社会人選抜：※１の要件を満たし、看護職の通算3年以上の実務経験を有する者、他

←詳しくは香川県立保健医療大学HPをご確認ください

（県内枠：香川県内の大学を卒業した者又は2022年3月までに卒業見込みの者、他）

高度な実践力と研究能力を持って地域に貢献する

募集日程
●事前相談：2021年 9 月 22 日（水） ～ 10 月 ６ 日（水）
●出願期間：2021年 10 月 15 日（金） ～ 10 月 22 日（金）
●試験期日：2021年 10 月 30 日（土）

※出願にあたっては、全員、必ず事前相談を行ってください



保健師課程 助産師課程

実践者養成コース カリキュラム

保健師課程で目指す人材像

●社会が直面する健康課題の解決や未知の
「健康への脅威」に立ち向かう判断力や行動力、
多職種との連携協働力を発揮できる保健師

●地域住民が安心して暮らせる地域づくりの組
織者として、地域の多様な健康課題を科学的
根拠に基づいて分析し、解決策を提言し実践
できる保健師

助産師課程で目指す人材像

 助産師としての高い倫理観を持ち、女性の
生涯にわたる健康生活支援と安全で安心で
きる確かな助産技術と助産実践上の課題に
取り組むための研究力を備えた自律した助
産実践能力を有する助産師

 地域の母子保健活動を推進するために多
職種と連携・協働して、すべての女性、乳幼
児、家族の健康増進に寄与することができる
助産師
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このような学生（人）を求めます！
●生命の尊厳を畏敬する深い人間愛と洞察力を持つ人
●看護の課題を科学的に探究し、エビデンスを活用する専門性を持ちリーダーシップの発揮を志す人
●看護実践や教育・研究に対する真摯な構想力や想像力、実践力を高めようとする人
●看護学の発展に寄与できるアイデンティティを形成し、知識基盤社会の発展を目指して真理の追究を志す人

問い合わせ先

〒761-0123 香川県高松市牟礼町原281-1
電話：087-870-1212（代表）
Mail：sd1315＠pref.kagawa.jp
HP：https://www.kagawa-puhs.ac.jp

香川県立保健医療大学

本学では、【保健師課程】と【助産師課程】の合同で行われる
地域包括ケア実習があります。保健師課程の学生と助産師課程
の学生が、香川県内の実習施設で出産された母子を産後 1年ま
で受け持たせていただき、地域で生活する母子と家族の健康支
援を行います。
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